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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況
取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務
の適正を確保するための体制についての決定内容および当該体制の運用状況の概要は以
下のとおりであります。

⑴　業務の適正を確保するための体制
①　取締役および使用人の職務執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

１）取締役会は、法令・定款・取締役会規則・役員規程等に基づき、当社および当社グ
ループの経営に関する重要事項を決定するとともに取締役の職務執行を監督する。

２）監査役は、法令が定める権限を行使するとともに、監査役会規則・役員規程ならび
に監査役監査基準に基づき取締役の職務執行を監査する。

３）CSR推進室は、内部監査規程および子会社管理規程に基づき当社および当社グルー
プの使用人の業務全般について法令・定款・社内規則・規程等の遵守状況、業務執
行手続きおよび内容の妥当性について監査する。

４）取締役会は、使用人に対して法令・定款ならびに就業規則、日本フイルコングルー
プコンプライアンス規程等社内規則・規程を継続的に整備し、これらに基づき適正
に行動するよう普及啓蒙・指導に努め遵法意識の浸透を図る。

５）取締役会は、使用人が法令・定款・社内規則・規程違反、または社会通念に反する
行為を知り得た場合に、これを適正に把握し速やかに是正する目的で内部通報規程
に基づき通報窓口を設置する。

６）取締役会は、行動規範において、反社会的勢力に毅然とした態度を貫き、一切の関
係を遮断することを宣言し、組織を挙げて対処・対応する体制を構築する。また、
所轄警察署や顧問弁護士等社外の機関とも密接な通報、連携体制を構築する。

②　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
１）常務会において当社および当社グループの業務執行に関する重要事項を審議する場

合、事業活動上想定されるリスクに関して、出席者が認識を共有して検討を行う。
２）取締役会において当社および当社グループの経営に関する重要事項を審議、承認決

議する場合、事業活動上想定されるリスクに関し、各取締役が認識をもって協議し
て行う。

３）事業の継続に重大な影響を及ぼす災害等不測の事態が発生した場合、代表取締役社
長は自ら対策本部を設置し、人命救助を最優先とし、損害拡大の防止と事業活動の
継続を図るため、災害対応基準等を整備する。
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４）取締役会は、自然災害等のリスク対策として、海外を含め生産拠点の分散を図ると
ともに、万一の罹災時の復旧資金確保の一助とする目的で火災保険等各種損害保険
に関し適正な付保を継続する。

③　取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制
１）業務執行取締役は、業務執行において重要な判断が求められる事項については、取

締役会規則に定める意思決定ルールに従い、取締役会に付議し、討議、承認の手続
きを経て業務を執行し、担当取締役は当然に業務の執行状況を適宜報告する。

２）業務執行取締役は、取締役の職務執行の効率を高めるため、原則として毎週１回開
催される常務会に出席し、当社および当社グループの業務執行に関する重要事項を
審議する。

３）業務執行取締役は、使用人の日常の職務執行に関し組織および職務分掌を定めた職
務分掌規程および職務権限を明示した職務権限規程を継続的に整備し、各機能部門
の責任者がその権限の範囲で迅速に意思決定できる体制を推進する。

４）取締役会は、中期経営計画および経営方針を策定し、業務の運営を推進し、各カン
パニー等および子会社より定期的に計画の進捗状況の報告を受け、課題等について
協議し具体的対策を実施する。

５）取締役会は、執行役員制度を導入し、経営方針の決定および業務執行の監視監督と
業務執行の分担を明確化することにより、経営機能の強化を図る。

④　取締役の職務執行に係る情報の保存および管理に関する体制
１）取締役会は、取締役の職務執行に係る情報の管理基準および管理体制に関し、社内

文書管理規程等の継続的整備を図り、法令および社内規則・規程に準拠して作成・
保存するとともに取締役、監査役ならびに会計監査人等が閲覧、謄写可能な状態で
管理する。

２）取締役会は、法令および東京証券取引所の適時開示規則により、情報の開示を定め
られた事項に関しては速やかに開示を行う。

３）当社は、内部者取引防止規則に準拠して、未公表の内部情報の管理を厳密に行い、
インサイダー情報に基づく自社株式の不正売買を防止する。

４）当社は、電磁的情報に関し、IT統制規程、IT統制規程に関する事務取扱通達ならび
にウイルス障害発生時管理手順表に準拠した管理を行う。
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⑤　当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
１）職務分掌規程および子会社管理規程等の定めに従い各カンパニー等および関連管理

部署は、関連子会社の諸業務を管理統括する。
２）常務会は、四半期毎に重要な子会社等に関し、各社から現状報告を受け協議する。
３）取締役会は、取締役または使用人を重要な子会社等に取締役・監査役として派遣し、

適切な監督、監査を行う。
４）取締役会は、子会社の内部統制システムに関し、当該子会社の規模および事業の特

性等に配慮しつつ、情報の共有を図り連携して整備することを基本とする。

⑥　監査役の職務を補助すべき使用人に関する体制と当該使用人の独立性に関する事項
１）当社は、監査役の要請により、必要ある場合には職務を補助する使用人を配置する

ものとし、当該使用人の選任および解任、人事考課、異動、懲戒に関しては、監査
役会の同意を得て行う。

２）当社は、職務を補助する当該使用人の指揮命令権は監査役が有するものとし、取締
役会からの独立性を確保する。

⑦　取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する
体制、報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

１）監査役は、重要な意思決定の過程および業務の執行状況を把握・調査するために取
締役会・経営会議等重要会議に出席する。

２）当社および当社グループの取締役および使用人は、監査役に対して、法定の事項に
加え、監査役が必要と認めて特に報告を求めた事項については、いつでも要請に応
じて報告する。

３）監査役は、その業務の遂行に必要な場合には、いつでも当社および当社グループの
取締役および使用人に対し必要な情報の提出、説明の要請を行うことができる。

４）当社は、監査役への報告を行った当社および当社グループの取締役および使用人に
対し、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨
を当社および当社グループの取締役および使用人に周知徹底する。

－ 3 －
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⑧　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
１）監査役は、代表取締役社長、各取締役、会計監査人ならびにCSR推進室長とは、良

好な信頼関係のもといつでも意見交換および情報交換を行うことができる。
２）当社は、監査役がその職務の執行について、当社に対し、費用の前払い等の請求を

したときは、当社は、当該請求に係る費用または債務が当該監査役の職務の執行に
必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理する。

⑵　運用状況
①　コンプライアンス

１）当社では、日本フイルコングループコンプライアンス規程の中で、当社グループの
役員および使用人が遵守すべき行動規範を規定しております。また、当社グループ
全体のガバナンス強化を図り、コンプライアンス推進活動を継続的に行うことを目
的とした日本フイルコングループコンプライアンス推進委員会を設置しております。

２）当社では、新入社員および新任管理職といった階層別コンプライアンス研修を実施
しているほか、日本フイルコングループコンプライアンス推進委員会を中心として、
グループ全体に対しコンプライアンス教育を実施しております。

 

３）当社および重要な国内子会社（関西金網株式会社および株式会社アクアプロダク
ト）は、内部通報規程を制定し、当社グループの役員および使用人ならびに取引先
等が法令・定款・社内諸規則等に抵触する可能性のある不正行為および適正を欠く
おそれのある行為を知り得た場合に、当該行為を報告・相談する体制を構築し、運
用しております。

４）内部監査部門であるCSR推進室は、当社グループの使用人の業務全般について、業
務の有効性・効率性、コンプライアンス、財務報告の信頼性および資産の保全に関
する内部監査を毎年定期的に実施し、監査結果を代表取締役社長に報告しておりま
す。

②　リスク管理
１）当社は、事業継続に重大な影響を及ぼす災害等不測の事態に備え、各事業のBCP

（事業継続計画）を制定し、緊急時の体制を整備しております。
２）当社は、インサイダー取引防止のため、当社グループの全ての役員および当社グル

ープの使用人のうち未公表の内部情報に接する可能性が高い者が自社株式を売買す
る際は、当社管理本部人事総務部長に事前申請のうえ、同部長の許可を得た場合に
のみ売買できる体制を運用しております。

－ 4 －
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③　取締役の職務執行の適正性および効率性の確保
１）当社は、定時取締役会を毎月１回開催し、当社および当社グループの経営に関する

重要事項の決定と取締役の職務の執行を監督しております。
２）当社は、全ての業務執行取締役および常勤監査役が出席する常務会を原則週1回開

催し、取締役会の決議事項を除く業務執行に関する重要事項を審議し、決議してい
るほか、取締役会への付議議案について議論しております。

３）当社は、社内カンパニー制および執行役員制度を導入しております。各カンパニー
長は執行役員を兼務しており、業務執行の迅速化を図っております。

４）当社は、当社の全ての役員、執行役員その他経営陣幹部が出席する経営会議を毎月
1回開催し、中期経営計画、事業計画の進捗状況を確認・検証のうえ、必要な対策
を講じております。

④　グループにおける業務の適正性の確保
１）当社は、子会社等への取締役および監査役の派遣ならびに内部監査部門であるCSR

推進室による子会社の内部監査を通じ、当社グループにおける業務の適正性を確保
しております。

２）当社の常務会は、重要な子会社等から取締役会の内容報告および四半期毎の決算報
告等を受け、必要に応じ確認をする等、子会社の管理を行っております。

⑤　監査役の監査の実効性の確保
１）社外監査役を含む監査役は、取締役会および経営会議等へ出席し、各取締役と意見

および情報交換を行っているほか、代表取締役社長、会計監査人とは定期的に、内
部監査部門であるCSR推進室とは随時意見および情報を交換し、監査の実効性の向
上を図っております。

２）当社は、監査役の職務を補助する使用人を選任しております。当該補助使用人は、
業務執行部門を兼任しておりますが、監査役職務の補助にあたっては、取締役から
の独立性および監査役の補助使用人に対する指揮命令権が確保されております。

－ 5 －
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連結株主資本等変動計算書

(2018年12月 1 日から)2019年11月30日まで
（単位　千円）

株 主 資 本
資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

当 期 首 残 高 2,685,582 1,912,324 15,151,983 △123,788 19,626,101

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △262,202 △262,202
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 △445,600 △445,600

自 己 株 式 の 取 得 △312,662 △312,662

自 己 株 式 の 処 分 79 113,233 113,312
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当 期 変 動 額 合 計 ― 79 △707,803 △199,429 △907,153

当 期 末 残 高 2,685,582 1,912,403 14,444,179 △323,217 18,718,948

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株 主 持 分 純 資 産 合 計その他有価

証 券 評 価
差 額 金

繰 延
ヘ ッ ジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に
係 る 調 整
累 計 額

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 909,646 ― 424,033 363,833 1,697,513 260,899 21,584,514

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △262,202
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 △445,600

自 己 株 式 の 取 得 △312,662

自 己 株 式 の 処 分 113,312
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △220,283 △1,112 △167,535 5,232 △383,699 △15,014 △398,714

当 期 変 動 額 合 計 △220,283 △1,112 △167,535 5,232 △383,699 △15,014 1,305,867

当 期 末 残 高 689,362 △1,112 256,498 369,065 1,313,813 245,884 20,278,646

（注）記載金額は、千円未満の数字を切り捨てて表示しております。

－ 6 －
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連結注記表
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記）

１．連結の範囲に関する事項
⑴　連結子会社の数　　　　　　　17社

主要な連結子会社の名称　　　関西金網株式会社
Kansai U.S.A. Corporation
Siam Wire Netting Co.,Ltd.
TMA CORPORATION PTY LTD
関西金属網科技（昆山）有限公司
FILCON FABRICS ＆ TECHNOLOGY CO.,LTD.
Filcon America,Inc.
FILCON EUROPE SARL
エスデイアイ・エレクトロニクス・ジャパン株式会社
株式会社アクアプロダクト

⑵　主要な非連結子会社の名称　　International Mesh Products Pte.Ltd.
連結の範囲から除いた理由

非連結子会社は、小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益
剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体とし
ても重要性がないため、連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する事項
⑴　持分法を適用した関連会社の数　　　　　　２社

持分法を適用した主要な関連会社の名称　　徳輝科技股份有限公司
⑵　持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社の名称

International Mesh Products Pte.Ltd.
持分法を適用しない理由
持分法非適用会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等に及ぼ
す影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用から除外しております。

⑶　持分法適用会社の仮決算による計算書類を使用しております（仮決算日９月30日）。
３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日等が連結決算日と異なる会社は次のとおりであります。
会社名
Kansai U.S.A. Corporation ８月31日（中間決算日）
Siam Wire Netting Co.,Ltd. ９月20日（決算日）
TMA CORPORATION PTY LTD ９月30日（仮決算日）
関西金属網科技（昆山）有限公司 ９月30日（仮決算日）
FILCON FABRICS ＆ TECHNOLOGY CO.,LTD. ９月30日（決算日）
Filcon America,Inc.
FILCON EUROPE SARL

９月30日（決算日）
９月30日（決算日）

連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
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４．会計方針に関する事項
⑴　重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券
その他有価証券

時価のあるもの………連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法に
より処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの………移動平均法による原価法
②　デリバティブ……………時価法
③　たな卸資産

当社…………………………………………………………移動平均法による原価法
（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

国内連結子会社……………………………………………主に個別原価法
（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

在外連結子会社……………………………………………主に移動平均法による低価法
⑵　重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）………当社及び国内連結子会社
定率法

ただし、1998年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備は除く）、
2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については、定
額法によっております。

在外連結子会社
定額法

主な資産の耐用年数
建物及び構築物　　　15～50年
機械装置及び運搬具　３～10年

②　無形固定資産（リース資産を除く）………定額法
ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５
年）に基づく定額法によっております。

③　リース資産…………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
⑶　重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金
売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金
従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち、当連結会計年度対応額を計上しておりま
す。

③　環境対策引当金
土壌汚染対策などの環境対策に係る費用に備えるため、今後発生すると見込まれる金額を計上して
おります。
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⑷　退職給付に係る会計処理の方法
①　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法に
ついては、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年
数(10年)による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しており
ます。また、過去勤務費用は、発生連結会計年度に一括償却しております。

③　小規模企業等における簡便法の採用
一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都
合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5)　その他連結計算書類の作成のための重要な事項
①　重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処
理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債、収益及び費用は、各子会社の決算日等の直
物為替相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主
持分に含めて計上しております。

②　重要なヘッジ会計の方法
ヘッジ会計の方法

主として繰延ヘッジ処理を採用しております。
なお、為替予約については振当処理の要件を満たしているものは振当処理を、金利スワップにつ
いては特例処理の要件を満たしているものは特例処理を採用しております。

ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段……………為替予約、金利スワップ
ヘッジ対象……………外貨建予定取引、借入金

ヘッジ方針
デリバティブ取引に係る権限規程及び取引限度額を定めた内部規程に基づき、機械設備等の輸入
取引に係るキャッシュ・フローを固定することを目的に為替予約を、借入金の金利変動リスクを
回避する目的で金利スワップ取引を行っております。

ヘッジ有効性評価の方法
為替予約については、為替予約の締結時に、予定取引と同一通貨、同一金額、同一期日の為替予
約を振当てているため、その後の為替相場の変動による相関関係は確保されており、決算日にお
ける有効性の評価を省略しております。
また、金利スワップについては、特例処理の要件を満たしているため決算日における有効性の評
価を省略しております。

③　消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

④　収益及び費用の計上基準
ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準

リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。
⑤　のれんの償却期間に関する事項

連結にあたって発生したのれんの償却期間については、個別案件ごとに判断し、重要性のない場合
を除き、20年以内の合理的な年数で償却しております。
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５．表示方法の変更
　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）
　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を当連
　　結会計年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定
　　負債の区分に表示しております。

６．追加情報
（従業員持株会型ＥＳＯＰ）

①　取引の概要
当社は、2017年４月３日開催の当社取締役会決議に基づき、当社の成長を支える従業員に対する
福利厚生制度をより一層充実させるとともに、株価上昇へのインセンティブを付与することによ
り、当社の業績や株式価値に対する従業員の意識を更に高め、中長期的な企業価値の向上を図るこ
とを目的として、「従業員持株ＥＳＯＰ信託」を導入しました。
当社が「日本フイルコングループ従業員持株会」（以下「持株会」といいます。）に加入する従業
員のうち一定の要件を充足する者を受益者とする信託を設定し、当該信託は2017年７月以降、３
年間にわたり持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を、予め定める取得期間中に取得しま
す。その後、当該信託は当社株式を毎月一定日に持株会に売却します。信託終了時に、株価の上昇
により信託収益がある場合には、受益者たる従業員の拠出割合に応じて金銭が分配されます。株価
の下落により譲渡損失が生じ信託財産に係る債務が残る場合には、金銭消費貸借契約の保証条項に
基づき、当社が銀行に対して一括して弁済するため、従業員への追加負担はありません。
また、当ＥＳＯＰ信託契約においては、当社が当該信託の借入に対する保証人になっており、借入
先との契約において以下のとおり財務制限条項が付されております。これに抵触した場合、借入先
の要求に基づき当該債務を借入人に代わって履行する可能性があります。
（財務制限条項）
当社グループの各年度の決算期及び中間決算期の末日における連結及び単体の貸借対照表におけ
る純資産の部の金額を直近決算期の金額の75％以上に維持すること。
当社グループの各年度の連結及び単体の損益計算書上の経常損益に関して、それぞれ２期連続して
経常損失を計上しないこと。

②　会計処理
会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱
い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）を適用し、当該指針に従って会計処理を行って
おります。

③　信託が保有する自社の株式に関する事項
当該信託が保有する当社株式を、当該信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、
純資産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額は、当連結会計年度末
2,940千円であります。
また、当該自己株式の当連結会計年度末株式数は4,900株であり、当連結会計年度の期中平均株式
数は82,685株であります。これらの株式数につきましては、１株当たり情報の算出上、控除する
自己株式に含めております。

④　総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額
当連結会計年度末70,000千円
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（連結貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産

建物及び構築物 2,004,419千円
機械装置及び運搬具 24,806千円
工具、器具及び備品 2,677千円
土地 965,003千円

計 2,996,907千円
上記に対応する債務

短期借入金 3,250,000千円
長期借入金（含む1年内返済予定の長期借入金） 3,779,258千円
長期預り敷金保証金（含む1年内返済予定の長期預り敷金保証金） 422,128千円

計 7,451,386千円
２．有形固定資産の減価償却累計額 35,464,930千円
３．受取手形裏書譲渡高 19,198千円
４．当連結会計年度末における短期借入金のうち、3,150,000千円については、各借入先との契約において

以下のとおり財務制限条項が付されており、これに抵触した場合、各借入先の要求に基づき当該借入金
を返済する可能性があります。

（財務制限条項）
各年度の決算期及び中間決算期の末日における連結及び単体の貸借対照表における純資産の部の金額
を直近決算期の金額の75%以上に維持すること。

  ５．偶発債務
　　　エッチング加工製品分野の基礎技術に関する特許権者とライセンス使用料の交渉を行っております。
　　　交渉の結果によっては、当社グループの業績に影響を与える可能性はありますが、現時点においてその
　　　金額を合理的に見積もることは困難であり、当社グループの財政状態及び経営成績に与える影響は明ら
　　　かではありません。
（連結損益計算書に関する注記）

減損損失の内訳
　当社グループは、以下の資産について減損損失を計上いたしました。

用途 種類 場所 減損損失（千円）

エッチング製造設備
建物及び構築物

東京都稲城市
80,413

機械及び装置 43,907
工具、器具及び備品 2,385

フォトマスク製造設備

建物及び構築物

東京都稲城市

154,697
機械及び装置 640,904

工具、器具及び備品 55,186
ソフトウエア 49,532

計 1,027,027
当社グループは、主に事業を基準に資産のグルーピングを実施しております。また賃貸用の不動産及び
事業の用に供していない遊休資産については個々の案件単位でグルーピングを行っております。
上記の資産は、将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を
減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、当該資産の回収可能価額は、零として評価してお
ります。
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度の末日における発行済株式の総数

普通株式 22,167,211株
２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決 議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2019年２月26日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 132,783 6.00 2018年11月30日 2019年２月27日
2019年７月１日
取 締 役 会 普 通 株 式 129,418 6.00 2019年５月31日 2019年８月１日

(注１)2019年２月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、従業員持株ESOP信託が保有する株式
（2018年11月30日基準日：158,200株）に対する配当金949千円が含まれております。

(注２)2019年７月１日取締役会決議による配当金の総額には、従業員持株ESOP信託が保有する株式（2019
年５月31日基準日：79,600株）に対する配当金477千円が含まれております。

３．当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決 議 予 定 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2020年２月26日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 129,417 6.00 2019年11月30日 2020年２月27日

(注)　2020年２月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、従業員持株ESOP信託が保有する株式
（2019年11月30日基準日：4,900株）に対する配当金29千円が含まれております。

（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

当社グループは、運転資金を銀行借入にて調達しております。また、デリバティブは後述するリスクを
回避するために利用しており、投機的な取引は行っておりません。営業債権である受取手形及び売掛金
は、顧客の信用リスクに晒されております。また、その一部の外貨建債権は為替の変動リスクに晒され
ております。投資有価証券は、主に取引先企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されておりま
すが、定期的に時価を把握しております。営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年
以内の支払期日であります。また、借入金は、主に営業取引に係るものは短期借入金により、設備投資
に係るものは長期借入金により調達しております。長期借入金には、「従業員持株ＥＳＯＰ信託」の導
入に伴う信託口における金融機関からの借入金が含まれております。当該契約は金利の変動リスクを
内包しております。デリバティブ取引は、外貨建の輸入取引に係る為替の変動リスクに対するヘッジを
目的とした先物為替予約取引、借入金に係る支払金利の変動リスクを回避することを目的とした一部借
入金に対しての金利スワップ取引であります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘ
ッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等については、前述の（連結計算書類の作成のための基本となる
重要な事項に関する注記）の「重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。

－ 12 －

連結注記表



2020/01/23 15:05:43 / 19579462_日本フイルコン株式会社_招集通知（Ｆ）

２．金融商品の時価等に関する事項
2019年11月30日現在における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり
であります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません
（（注２）を参照）。

連 結 貸 借 対 照 表
計上額（千円）(＊1)

時　価　　(＊1)
（千円）

差 額
（千円）

⑴　現金及び預金 3,653,390 3,653,390 ―
⑵　受取手形及び売掛金 7,675,702

貸倒引当金(＊2) △38,681
7,637,021 7,637,021 ―

⑶　投資有価証券 2,550,811 2,550,811 ―
⑷　支払手形及び買掛金 (3,328,706) (3,328,706) ―
⑸　短期借入金 (5,175,941) (5,175,941) ―
⑹　長期借入金 (4,772,570) (4,758,800) 13,770
⑺　長期預り敷金保証金 (1,222,045) (1,171,285) 50,759
８　デリバティブ取引(＊3) 1,112 1,112 ―

(＊1)負債に計上されているものについては、（　）で表示しております。
(＊2)受取手形及び売掛金に対応する貸倒引当金を控除しております。
(＊3)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる

項目については（　）で表示しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
⑴　現金及び預金、⑵　受取手形及び売掛金

これらはすべて短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額によっております。

⑶　投資有価証券
これらの時価は、株式は取引所の価格によっております。

⑷　支払手形及び買掛金、⑸　短期借入金
これらはすべて短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額によっております。

⑹　長期借入金、⑺　長期預り敷金保証金
時価については、元利金の合計額を、同様の新規借入または新規預りを行った場合に想定される利
率で割り引いた現在価値により算定しております。また、「従業員持株ＥＳＯＰ信託」の導入に伴
う信託口における金融機関からの借入金は、短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価額に
ほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。なお、１年内返済予定の金額を併せて表示
しております。

８　デリバティブ取引
取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しております。また、金利スワップの特例処理に
よるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されているため、その時価は、
当該長期借入金の時価に含めて記載しています。
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（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 連結貸借対照表計上額
（千円）

非上場株式 1,191,085
上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「⑶　
投資有価証券」に含めておりません。

（賃貸等不動産に関する注記）
１．賃貸等不動産の状況に関する事項

当社では、東京都及びその他の地域において、賃貸用の商業施設、住居、駐車場等を有しております。
当連結会計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸利益は793,507千円(賃貸収益は売上高に、主
な賃貸費用は売上原価並びに販売費及び一般管理費に計上)であります。

２．賃貸等不動産の時価に関する事項
賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額及び当連結会計年度における主な変動並びに連結決算日における
時価及び当該時価の算定方法は以下のとおりであります。

連結貸借対照表計上額
連結決算日における時価

（千円）当連結会計年度期首残高
（千円）

当連結会計年度増減額
（千円）

当連結会計年度末残高
（千円）

3,243,036 △85,189 3,157,846 13,604,769
（注１）連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
（注２）増減額の主たる要因は減価償却によるものであります。
（注３）当連結会計年度末の時価は、主要な物件については社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価に基づ

く金額、その他の物件については「固定資産税評価額」に基づいて自社で算定した金額であります。
ただし、第三者からの取得時や直近の評価時点から、一定の評価額や適切に市場価格を反映している
と考えられる指標に重要な変動が生じていない場合には、当該評価額や指標を用いて調整した金額に
よっております。

（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 928円96銭
２．１株当たり当期純損失（△） △20円62銭

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書

(2018年12月 1 日から)2019年11月30日まで
（単位　千円）

株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本
準 備 金

そ の 他 資
本 剰 余 金

資 本 剰 余
金 合 計

利 益
準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金
配 当 引 当
積 立 金

圧 縮 記 帳
積 立 金

別 途
積 立 金

繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 2,685,582 1,912,324 ― 1,912,324 671,395 170,000 138,454 1,972,948 7,678,163

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △262,202

当 期 純 損 失 △563,801
圧縮記帳積立金の
取 崩 △7,758 7,758

自 己 株 式 の 取 得

自 己 株 式 の 処 分 79 79
株主資本以外の項目の当
期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 ― ― 79 79 ― ― △7,758 ― △818,246

当 期 末 残 高 2,685,582 1,912,324 79 1,912,403 671,395 170,000 130,696 1,972,948 6,859,917

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等
純資産合計利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

評価・換算差
額 等 合 計利 益 剰 余 金

合 計
当 期 首 残 高 10,630,962 △123,788 15,105,080 909,646 ― 909,646 16,014,727

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △262,202 △262,202 △262,202

当 期 純 損 失 △563,801 △563,801 △563,801
圧縮記帳積立金の
取 崩 ― ― ―

自 己 株 式 の 取 得 △312,662 △312,662 △312,662

自 己 株 式 の 処 分 113,233 113,312 113,312
株主資本以外の項目の当
期 変 動 額 ( 純 額 ) △220,283 △1,112 △221,396 △221,396

当 期 変 動 額 合 計 △826,004 △199,429 △1,025,354 △220,283 △1,112 △221,396 △1,246,751

当 期 末 残 高 9,804,957 △323,217 14,079,726 689,362 △1,112 688,250 14,767,976

（注）記載金額は、千円未満の数字を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．資産の評価基準及び評価方法
⑴　有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式………移動平均法による原価法
その他有価証券

時価のあるもの………決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処
理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの………移動平均法による原価法
⑵　デリバティブ……………時価法
⑶　たな卸資産………………移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）
２．固定資産の減価償却の方法

⑴　有形固定資産（リース資産を除く）……………定率法
ただし、1998年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備は除く）、
2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については、定額
法によっております。

⑵　無形固定資産（リース資産を除く）……………定額法
ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間
（５年）に基づく定額法によっております。

⑶　リース資産………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
３．引当金の計上基準

⑴　貸倒引当金
売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

⑵　賞与引当金
従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち、当事業年度対応額を計上しております。

⑶　退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき
計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務年数以内の一定の年数（10
年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。
過去勤務費用は、発生時に全額費用処理しております。

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
⑴　重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し
ております。
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⑵　重要なヘッジ会計の方法
ヘッジ会計の方法

主として繰延ヘッジ処理を採用しております。
なお、為替予約については振当処理の要件を満たしているものは振当処理を、金利スワップについ
ては特例処理の要件を満たしているものは特例処理を採用しております。

ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段……………為替予約、金利スワップ
ヘッジ対象……………外貨建予定取引、借入金

ヘッジ方針
デリバティブ取引に係る権限規程及び取引限度額を定めた内部規程に基づき、機械設備等の輸入取
引に係るキャッシュ・フローを固定することを目的に為替予約を、借入金の金利変動リスクを回避
する目的で金利スワップ取引を行っております。

ヘッジ有効性評価の方法
為替予約については、為替予約の締結時に、予定取引と同一通貨、同一金額、同一期日の為替予約
を振当てているため、その後の為替相場の変動による相関関係は確保されており、決算日における
有効性の評価を省略しております。
また、金利スワップについては、特例処理の要件を満たしているため決算日における有効性の評価
を省略しております。

⑶　消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

⑷　収益及び費用の計上基準
ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準

リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。
５　退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理方法は、連結計算書類における会計処理方法と異
なっております。

　５．表示方法の変更
　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）

　　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を当会
　　　計年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債
　　　の区分に表示しております。

６．追加情報
（従業員持株会型ＥＳＯＰ）

従業員持株ＥＳＯＰ信託について、連結注記表「連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に
関する注記（５.追加情報）」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

－ 17 －
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（貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産

建物 907,340千円
機械及び装置 171千円
土地 242,855千円

計 1,150,366千円
上記に対応する債務

短期借入金 2,250,000千円
長期借入金（含む１年内返済予定の長期借入金） 2,280,000千円
長期預り敷金保証金（含む１年内返済予定の長期預り敷金保証金） 422,128千円

計 4,952,128千円
２．有形固定資産の減価償却累計額 26,919,732千円
３．関係会社に対する金銭債権・債務（区分表示したものを除く）

短期金銭債権 777,349千円
短期金銭債務 138,157千円

４．当事業年度末における短期借入金のうち3,150,000千円については、各借入先との契約において以下の
とおり財務制限条項が付されており、これに抵触した場合、各借入先の要求に基づき当該借入金を返済
する可能性があります。

（財務制限条項）
各年度の決算期及び中間決算期の末日における連結及び単体の貸借対照表における純資産の部の金額
を直近決算期の金額の75%以上に維持すること。

　５.偶発債務
　　　エッチング加工製品分野の基礎技術に関する特許権者とライセンス使用料の交渉を行っております。
　　　交渉の結果によっては、当社の業績に影響を与える可能性はありますが、現時点においてその金額を合
　　　理的に見積もることは困難であり、当社の財政状態及び経営成績に与える影響は明らかではありませ
　　　ん。
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（損益計算書に関する注記）
１．関係会社との取引高

売上高 1,097,976千円
仕入高 814,893千円
その他の営業取引高 676,117千円
営業取引以外の取引 477,210千円

２．減損損失の内訳
　当社は、以下の資産について減損損失を計上いたしました。

用途 種類 場所 減損損失（千円）

エッチング製造設備
建物及び構築物

東京都稲城市
80,413

機械及び装置 43,907
工具、器具及び備品 2,385

フォトマスク製造設備

建物及び構築物

東京都稲城市

154,697
機械及び装置 640,904

工具、器具及び備品 55,186
ソフトウエア 49,532

計 1,027,027
当社は、主に事業を基準に資産のグルーピングを実施しております。また賃貸用の不動産及び事業の用
に供していない遊休資産については個々の案件単位でグルーピングを行っております。
上記の資産は、将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を
減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、当該資産の回収可能価額は、零として評価してお
ります。

（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度の末日における自己株式の数

普通株式 602,478株
(注)　当事業年度末の自己株式数には、従業員持株ESOP信託が保有する自社の株式が、4,900株含まれて

おります。

－ 19 －

個別注記表



2020/01/23 15:05:43 / 19579462_日本フイルコン株式会社_招集通知（Ｆ）

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
減損損失 529,164千円
退職給付引当金 234,956千円
関係会社株式評価損 123,615千円
たな卸資産評価損 86,496千円
繰越欠損金 81,186千円
投資有価証券評価損 72,961千円
退職給付信託資産 69,560千円
その他 135,025千円
繰延税金資産小計 1,332,965千円
　税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △81,186千円
　将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △480,247千円
評価性引当額小計 △561,434千円
繰延税金資産合計 771,531千円

繰延税金負債
退職給付信託設定益 343,656千円
その他有価証券評価差額金 265,443千円
圧縮記帳積立金認容額 57,694千円
その他 902千円
繰延税金負債合計 667,696千円

繰延税金資産の純額 103,834千円
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（関連当事者との取引に関する注記）
子会社及び関連会社等

属 性 会 社 等
の 名 称

議 決 権 等 の
所 有
( 被 所 有 )
割 合 （ ％ ）

関 係 内 容

取 引 内 容 取 引 金 額
（千円） 科 目 期 末 残 高

（千円）役 員 の
兼 任 等

事 業 上
の 関 係

子会社 関 西 金 網 ㈱
直接

100.00
（ － ）

兼任
２人

当社製品
の販売

産業用機能フィルター・
コンベア機器の販売 487,478 売掛金 253,436

子会社

F I L C O N
F A B R I C S  &
T E C H N O L O G Y
C O . , L T D .

直接
100.00
（ － ）

兼任
１人

当社製品
の製造 半製品の有償支給他 520,162 未収入金 197,933

関 連
会 社

徳 輝 科 技 股 份
有 限 公 司

直接
45.00

（ － ）

兼任
１人

精密加工
品製造機
器の販売

配当金の受取 152,307 ― ―

（注１）取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。
（注２）当社製品の販売及び半製品の有償支給については市場価格、総原価を勘案して当社希望額を提示し、

価格交渉の上、単位当たりの価格を決定しております。

（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 684円82銭
２．１株当たり当期純損失（△） △26円09銭

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

－ 21 －

個別注記表




